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A molecular and genetic study of the response to polyamines in Arabidopsis thaliana 
（シロイヌナズナにおけるポリアミンに対する応答の分子遺伝学的解析） 










 サーモスペルミンの遺伝子発現への影響を調べるために、acl5 変異株を用いたマイクロアレイ解析とリアルタイム RT-PCR の実験を
行った。その結果、維管束分化の誘導に関わる多くの転写因子やオーキシン合成酵素、オーキシン応答調節因子 MONOPTEROS (MP)な
どの遺伝子発現が、acl5 変異株において上昇していることがわかった。これらの発現は、外からのサーモスペルミン、または遺伝子導
入植物における ACL5 の誘導発現によって低下した。MP はオーキシンで誘導される維管束分化の鍵遺伝子である。mp 変異芽生えにお
ける ACL5 の発現を調べたところ、ほとんど発現が認められなかった。ACL5 は、通常、維管束の木部前駆細胞で発現する。これらの結
果、オーキシンが MPを介して維管束分化の関連遺伝子の発現と木部前駆細胞の形成を誘導すると、ACL5 の発現によりサーモスペルミ
ンが合成され、サーモスペルミンは木部の分化が過剰にならないよう、オーキシンの合成や MP の発現を抑制するという、負のフィー
ドバック機構が働いていることが明らかになった。サーモスペルミンは転写因子をコードする SAC51 の mRNA の翻訳を促進すること




















 サーモスペルミンの遺伝子発現への影響を調べるため、acl5 変異株を用いたマイクロアレイと PCRに
よる発現解析が行われた。その結果、維管束分化の誘導に関わる多くの転写因子やオーキシン合成酵素、
オーキシン応答調節因子 MPなどの遺伝子発現が、acl5 変異株で上昇していることがわかった。これら
の発現は、サーモスペルミン処理により低下した。MP はオーキシンで誘導される維管束分化の鍵遺伝
子である。ACL5 は、通常、維管束の木部前駆細胞で発現する。これらの結果から、オーキシンがMPを
介して維管束分化や木部前駆細胞の形成を誘導すると、ACL5 の発現によりサーモスペルミンが合成さ
れ、サーモスペルミンは木部組織が過剰にならないよう、オーキシンの合成やMPの発現を抑制すると
いう、負のフィードバックが働いていることが明らかになった。 
 一方、高濃度のスペルミンに耐性を示す変異株sper3の解析から、変異の原因遺伝子として硝酸輸送タ
ンパクをコードするNRT1.3が見つかった。GUS染色やGFPを用いた解析から、NRT1.3は葉肉細胞や茎の
皮層などの柔組織で特異的に発現し、NRT1.3タンパクは細胞膜に局在することがわかった。sper3変異は
高濃度の硝酸塩に感受性を示すことから、根から吸収された硝酸が地上部に運ばれず根に過剰に蓄積し
ていると考えられ、スペルミンは窒素源として転用されていることが示唆された。 
 本研究成果は、サーモスペルミンの作用機構、およびポリアミンと硝酸の取込みに関する調節機構
の解明につながる重要な知見を含み、博士の学位に値すると判断した。 
